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令和元年度長門市財政健全化判断比率 

及び資金不足比率審査意見について 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項

の規定に基づき、審査に付された令和元年度長門市財政健全化判断比率及び

資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類を審査したの

で、次のとおり意見書を提出します。 
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意  見  書 
 

第１ 監査基準に準拠している旨 

 監査委員は、長門市監査委員監査基準（令和２年長門市監査委員公表第３

号）に準拠して審査を行った。 

 

第２ 審査の種類 

 健全化判断比率等審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成

19 年法律第 94 号。以下「法」という。）第３条第１項及び第 22 条第１項の

規定による審査） 

 

第３ 審査の対象及び期間 

 対象：令和元年度長門市健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比

率、実質公債費比率及び将来負担比率）及び資金不足比率並びにそ

の算定の基礎となる事項を記載した書類 

 期間：令和２年８月 12 日から令和２年９月９日 

 

第４ 審査の着眼点及び主な実施内容 

 審査にあたっては、市長から提出された健全化判断比率及び資金不足比率

並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について、関係法令に準拠

して作成されているかを確認並びに関係諸帳簿及び証書類等と照合審査す

るとともに、必要に応じて関係職員から説明を聴取し審査した。 

 

第５ 審査の結果 

 審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎

となる事項を記載した書類は、いずれも関係法令に準拠して作成され、その

計数はおおむね適正であると認めた。 

 なお、審査意見及び審査の概要は次のとおりである。 
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図 健全化判断比率及び資金不足比率の算定対象となる会計の区分 
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１ 健全化判断比率 

 健全化判断比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づ

いて算定される実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来

負担比率の４つの財政指標の総称である。 

 地方公共団体は、この健全化判断比率のいずれかが一定基準以上となった

場合には、財政健全化計画又は財政再生計画を策定し、財政の健全化を図ら

なければならない。 

 当年度の健全化判断比率の実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、黒字の

ため発生していない。また、実質公債費比率は 7.3％、将来負担比率は 26.0％

となっており、いずれも国の定めた早期健全化基準を下回っている。 

 しかしながら、一本算定への移行による普通交付税の減収や、少子高齢化

に伴う市税等自主財源の減少に加え、本庁舎建設事業や光ファイバー網整備

事業などの大型建設事業により、市債残高は増加に転じている。 

 さらには、新型コロナウィルス感染症による景気の低迷は今後も続いてい

くと予想されることから、引き続き、財政の健全性の維持、向上に努められ

たい。 

 当年度の健全化判断比率の状況は、次のとおりである。 

 
 

 

 

 

（単位：％）

（注）比率が発生していないものについては、「-」で表示している。

17.4 350.0

実 質 公 債 費 比 率 7.3 7.6 △ 0.3 25.0 35.0

20.00

連 結 実 質 赤 字 比 率 - - - 18.03 30.00

平成30年度 増　減
参　考

早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 - - - 13.03

区　　分 令和元年度

将 来 負 担 比 率 26.0 8.6

10.5
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7.6
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7.8
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5.0

7.0
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

実質公債費比率の推移（５カ年）

長門市

県内市の平均

％
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（１）実質赤字比率 

 実質赤字比率とは、当該地方公共団体の一般会計等を対象とした実質赤

字額の標準財政規模に対する比率であり、地方公共団体の一般会計等の赤

字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示す指標である。 

 なお、一般会計等とは、一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当す

る会計であるが、本市においては、普通会計に相当する特別会計はない。 

 

 当年度の一般会計等における実質収支額は黒字のため、実質赤字比率は

発生していない。 

 当年度の実質赤字比率の状況は、次のとおりである。 

 

 

（２）連結実質赤字比率 

 連結実質赤字比率とは、公営企業会計を含む当該地方公共団体の全会計

34.2
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％

（算定式）

実 質 赤 字 比 率 ＝
一般会計等の実質赤字額

標 準 財 政 規 模

（単位：千円、％）

区　　分
実質収支額 対前年度

令和元年度 平成30年度 増　減 増減率

一
般
会
計
等

 一般会計 699,323 661,325 37,998 5.7

 一般会計等に属する特別会計 - - - -

該当なし - - - -

合 計 699,323 661,325 37,998 5.7

（△ 5.70) （△ 5.27) （△ 0.43)

（注）１　実質収支額が黒字の場合は、実質赤字比率は「－」で表示している。

　　　２　（）内の数値は、実質収支額が黒字の場合に標準財政規模に対する比率を参考として

　　　　　記載している。（負の値で表示）

標 準 財 政 規 模 12,264,336 12,544,156 △ 279,820 △ 2.2

実 質 赤 字 比 率
- - -
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を対象とした赤字額又は資金の不足額の標準財政規模に対する比率であり、

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程

度を指標化し、地方公共団体としての財政運営の悪化の度合いを示す指標

である。 

 

 当年度の一般会計等における実質収支額、一般会計等以外の特別会計の

うち公営企業に係る特別会計以外の会計の実質収支額及び公営企業会計に

おける資金不足額・剰余額の合計は黒字のため、連結実質赤字比率は発生

していない。 

 当年度の連結実質赤字比率の状況は、次のとおりである。 

 

 

（３）実質公債費比率（資料１参照、P11） 

 実質公債費比率とは、当該地方公共団体の地方債の元利償還金及び準元

利償還金に要する一般財源の合計額が、標準財政規模を基本とした額に対

する比率であり、直近３カ年の平均値を用いる。 

（算定式）

連 結 実 質 赤 字 比 率 ＝
連 結 実 質 赤 字 額

標 準 財 政 規 模

（単位：千円、％）

実質収支額 対前年度
令和元年度 平成30年度 増　減 増減率

区　　分

一般会計等

 国民健康保険事業特別会計

 後期高齢者医療事業特別会計

 水道事業会計

699,323 661,325 37,998 5.7

一般会計等以外の特別会計のうち公

営企業に係る特別会計以外の会計
525,851 551,168 △ 25,317 △ 4.6

351,122 349,822 1,300 0.4

 介護保険事業特別会計 161,671 188,330 △ 26,659 △ 14.2

13,058 13,016 42 0.3

公営企業会計 784,520 723,804 60,716 8.4

533,664 473,716 59,948 12.7

 下水道事業会計 250,856 250,088 768 0.3

 湯本温泉事業特別会計 - - - -

合 計 2,009,694 1,936,297 73,397 3.8

標 準 財 政 規 模 12,264,336 12,544,156 △ 279,820 △ 2.2

連結実質赤字比率
- - -

（△ 16.38) （△ 15.43) （△ 0.95)

（注）１　実質収支額の合計が黒字の場合は、連結実質赤字比率は「－」で表示している。

　　　２　（）内の数値は、実質収支額の合計が黒字の場合に標準財政規模に対する比率を参考として

　　　　　記載している。（負の値で表示）
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 当年度の実質公債費比率（３カ年平均）は 7.3％で、前年度に比べ 0.3

ポイント改善しており、昨年度に引き続き、早期健全化基準の 25.0％を下

回っている。 

 当年度の実質公債費比率の状況は、次のとおりである。 

 

 

（４）将来負担比率（資料２参照、P12～P13） 

 将来負担比率とは、地方債残高に加え、地方公社に対する債務保証や第

三セクター等に対する損失補償等に係るものも含め、当該地方公共団体の

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債が、標準財政規模を基本とした

額に対する比率であり、地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や

将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来

財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標である。 

 

（算定式）

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く。）

Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの（準元利償還金）

Ｃ：元利償還金又は準元利償還金に充てられる特定財源

Ｄ：地方債に係る元利償還に要する経費として普通交付税の額の算定に用いる

　　基準財政需要額に算入された額及び準元利償還金に要する経費として普通

　　交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

Ｅ：標準的な規模の収入の額（標準財政規模）

実 質 公 債 費 比 率 ＝
（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）

Ｅ － Ｄ

（単位：千円、％）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

実質公債費比率（単年度） 8.14510 6.82784 7.13674 0.30890

実質公債費比率（３カ年平均） 8.7 7.6 7.3 △ 0.3

分子 （Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 829,103 680,067 696,268 16,201 2.4

分母 Ｅ － Ｄ 10,179,159 9,960,202 9,756,103 △ 204,099 △ 2.0

元利償還金等に係る基準財政需

要額に算入された額
2,577,170 2,583,954 2,508,233 △ 75,721 △ 2.9

標準財政規模 12,756,329 12,544,156 12,264,336 △ 279,820 △ 2.2

準元利償還金 728,801 712,187 648,106 △ 64,081 △ 9.0

特定財源 156,527 137,100 92,962 △ 44,138 △ 32.2

区　　分 平成29年度 平成30年度 令和元年度
対前年度

増　減 増減率

地方債の元利償還金 2,833,999 2,688,934 2,649,357 △ 39,577 △ 1.5

（算定式）

将 来 負 担 比 率 ＝
Ａ － Ｂ

Ｃ － Ｄ

Ａ：将来負担額

Ｂ：充当可能財源等

Ｃ：標準財政規模

Ｄ：算入公債費等の額
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 当年度の将来負担比率は 26.0％となっており、早期健全化基準 350.0％

を下回っている。 

 当年度の将来負担比率の状況は、次のとおりである。 

 

① 一般会計等に係る地方債現在高 

② 債務負担行為に基づく支出予定額（地方財政法第５条各号に規定する経費） 

③ 一般会計等以外の会計に係る地方債の元金償還に充てるための一般会計等の繰入見込額 

④ 組合等が起こした地方債の償還に係る地方公共団体の負担見込額 

⑤ 退職手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）に係る一般会計等の負担見込額 

⑥ 設立法人の負債の額等に係る一般会計等の負担見込額 

⑦ 連結実質赤字額 

⑧ 組合等の連結実質赤字額相当額に係る一般会計等の負担見込額 

⑨ 地方債の償還額等に充当可能な基金額 

⑩ 地方債の償還額等に充当可能な特定の歳入見込額 

⑪ 地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 

Ｄ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

  

（単位：千円、％）

Ａ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

Ｂ

⑨

⑩

⑪

Ｃ

Ｄ

分母 Ｃ － Ｄ 9,756,103 9,960,202 △ 204,099 △ 2.0

将 来 負 担 比 率 26.0 8.6 17.4

算入公債費等の額 2,508,233 2,583,954 △ 75,721 △ 2.9

分子 Ａ － Ｂ 2,541,806 865,319 1,676,487 193.7

基準財政需要額算入見込額 25,153,160 24,221,008 932,152 3.8

標準財政規模 12,264,336 12,544,156 △ 279,820 △ 2.2

充当可能特定歳入 552,058 777,180 △ 225,122 △ 29.0

うち都市計画税 322,648 402,650 △ 80,002 △ 19.9

充当可能財源等 30,580,835 30,282,417 298,418 1.0

充当可能基金 4,875,617 5,284,229 △ 408,612 △ 7.7

- - - -

組合連結実質赤字額負担見込額 - - - -

退職手当負担見込額 3,188,075 3,218,209 △ 30,134 △ 0.9

設立法人の負債額等負担見込額 - - - -

令和元年度 平成30年度
対前年度

増　減 増減率

将来負担額 33,122,641 31,147,736 1,974,905 6.3

地方債の現在高 23,853,836 21,710,459 2,143,377 9.9

債務負担行為による支出予定額 11,156 16,704 △ 5,548 △ 33.2

公営企業債等繰入見込額 6,069,574 6,202,364 △ 132,790 △ 2.1

組合負担等見込額 - - - -

連結実質赤字額

区　　分
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２ 資金不足比率 

 資金不足比率とは、当該地方公共団体の公営企業会計ごとの資金の不足額

の、事業の規模に対する比率であり、公営企業の資金不足を公営企業の事業

規模である料金収入等の規模と比較して算定し、経営状態の悪化の度合いを

示す指標である。 

 当年度は、すべての公営企業会計において資金不足額は生じていないため、

資金不足比率は発生していない。 

 しかしながら、法適用事業では一般会計からの補助金による財政支援が行

われ、法非適用事業では一般会計からの繰入金による財源補てんが行われて

いる状況にある。 

 各事業においては、引き続き収入の確保に努めるとともに、経費の削減や

業務の効率化を図り、独立採算を目指した事業運営に努められたい。 

 当年度の公営企業会計における資金不足比率の状況は、次のとおりである。 

 

 

（１）法適用企業 

 法適用企業における資金不足比率の算定式は、次のとおりである。 

 
 

① 水道事業会計 

 当年度は、資金不足額が△533,664 千円となり、資金不足額は生じて

いないため、資金不足比率は発生していない。 

 なお、資金剰余額は、前年度に比して 59,948 千円（12.7％）増加し、

（単位：％）

（注）比率が発生していないものについては、「-」で表示している。

法非適用企業 令和元年度 平成30年度 増　減
経営健全化
基　　　準

湯本温泉事業特別会計 - - - 20.0

法適用企業 令和元年度 平成30年度 増　減
経営健全化
基　　　準

水道事業会計 - - -
20.0

下水道事業会計 - - -

（算定式）

資 金 不 足 比 率 ＝
資 金 不 足 額

事 業 の 規 模

・資金不足額 ＝ Ａ ＋ Ｂ － Ｃ

　　Ａ：流動負債　※控除企業債等を除く

　　Ｂ：算入地方債（建設改良事業以外の経費に充てた地方債の残高）

　　Ｃ：流動資産　※控除財源を除く

　

・事業の規模 ＝ 営業収益の額 － 受託工事収益の額
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資金剰余額の事業規模に対する割合の実数値は 105.2％となり、前年度

に比して 14.8 ポイント改善している。 

 当年度の水道事業会計の資金不足比率の状況は、次のとおりである。 

 

 

② 下水道事業会計 

 当年度は、資金不足額が△250,856 千円となり、資金不足額は生じて

いないため、資金不足比率は発生していない。 

 なお、資金剰余額は、前年度に比して 768 千円（0.3％）増加し、資

金剰余額の事業規模に対する割合の実数値は 47.0％となり、前年度に比

して 2.6 ポイント改善している。 

 当年度の下水道事業会計の資金不足比率の状況は、次のとおりである。 

 
 

（単位：千円、％）

12.7資金不足額 △ 533,664 △ 473,716 △ 59,948

区　　分
対前年度

増　減 増減率

△ 28.3

算入地方債 - - - -

流動負債 114,620 159,755 △ 45,135

2.3

事業の規模 506,962 523,727 △ 16,765 △ 3.2

流動資産 648,284 633,471 14,813

- -

-受託工事収益の額 - - -

△ 3.2営業収益の額 506,962 523,727 △ 16,765

 （注）１　資金不足額が「△」の場合は、資金剰余額を示している。

　　　 ２　資金不足額が生じていない場合は、資金不足比率は「-」で表示している。

　　　 ３　()内の数値は、資金不足額が生じていない場合に資金剰余額の事業規模に対する割合を

　　　　 　参考として記載している。

（△ 105.2) （△ 90.4) （△ 14.8)
資 金 不 足 比 率

令和元年度 平成30年度

-

（単位：千円、％）

-

資 金 不 足 比 率
- - -

（△ 47.0) （△ 44.4) （△ 2.6)

受託工事収益の額 - - -

△ 5.2

営業収益の額 533,633 563,176 △ 29,543 △ 5.2

事業の規模 533,633 563,176 △ 29,543

-

流動資産 758,571 797,453 △ 38,882 △ 4.9

算入地方債 - - -

0.3

流動負債 507,715 547,365 △ 39,650 △ 7.2

資金不足額 △ 250,856 △ 250,088 △ 768

区　　分 令和元年度 平成30年度
対前年度

増　減 増減率
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（２）法非適用企業 

 法非適用企業（宅地造成事業を行っていないもの）における資金不足比

率の算定式は、次のとおりである。 

 
 

① 湯本温泉事業特別会計 

 当年度は、一般会計からの繰入金により収支の均衡が図られている。

また、建設改良事業以外の経費に充てた地方債はないことから、資金不

足額は生じていないため、資金不足比率は発生していない。 

 当年度の湯本温泉事業特別会計の資金不足比率の状況は、次のとおり

である。 

 

 

（算定式）

資 金 不 足 比 率 ＝
資 金 不 足 額

事 業 の 規 模

・資金不足額 ＝ Ａ ＋ Ｂ － Ｃ － Ｄ

　　Ａ：歳出額

　　Ｂ：算入地方債（建設改良事業以外の経費に充てた地方債の残高）

　　Ｃ：歳入額

　　Ｄ：翌年度に繰り越すべき財源

・事業の規模 ＝ 営業収益に相当する収入額 － 受託工事収益に相当する収入額

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度 平成30年度
対前年度

増　減 増減率

資金不足額 - - - -

△ 92.6

歳入額 20,670 280,285 △ 259,615 △ 92.6

算入地方債 - - - -

歳出額 20,670 280,285 △ 259,615

-

事業の規模 6,295 16,635 △ 10,340 △ 62.2

翌年度に繰り越すべき財源 - - -

 （注）資金不足額が０（ゼロ）の場合は、資金不足額が生じていないため資金不足比率は「-」で

　　 　表示している。

資 金 不 足 比 率 - - -

△ 62.2

受託工事収益相当額 - - - -

営業収益相当額 6,295 16,635 △ 10,340
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 資料１  

実質公債費比率算定に用いた基礎数値 

 

 

 

  

（単位：千円、％）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

利子補給に係るもの

下水道事業会計

増減率

地方債の元利償還金 △ 39,577 △ 1.5

一般会計等 △ 39,577 △ 1.5

区　　分 令和元年度 平成30年度
対前年度

増　減

2,649,357 2,688,934

2,649,357 2,688,934

△ 45,026 △ 7.6

湯本温泉事業特別会計 △ 16,611 △ 100.0

△ 9.0

公営企業に係るもの △ 61,807 △ 8.8

水道事業会計 △ 170 △ 0.2

648,106 712,187準元利償還金 △ 64,081

548,206 593,232

- 16,611

92,415 92,585

640,621 702,428

△ 190 △ 20.9

特定財源 92,962 137,100 △ 44,138 △ 32.2

債務負担行為に係るもの 7,485 9,759 △ 2,274 △ 23.3

社会福祉法人の施設建設費に係
るもの

6,764 8,848 △ 2,084 △ 23.6

911721

市営住宅使用料 13,547 62,006 △ 48,459 △ 78.2

地域総合整備資金等貸付金元金収入 44,491 44,491 - 0.0

都市計画税 34,924 30,603 4,321 14.1

元利償還金等に係る基準財政需要額に算

入された額
2,508,233 2,583,954 △ 75,721 △ 2.9

密度補正によるもの 205 0.5

標準財政規模 △ 279,820 △ 2.2

災害復旧費等に係るもの 2,092,076 2,097,305 △ 5,229 △ 0.2

事業費補正によるもの 375,536 △ 70,697 △ 15.8

12,264,336 12,544,156

40,621 40,416

446,233
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 資料２  

将来負担比率算定に用いた基礎数値 

 

（１）将来負担額 

 

 

 

  

（単位：千円、％）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧組合連結実質赤字額負担見込額 -

令和元年度 平成30年度
対前年度

増　減

- -

- - -設立法人の負債額等負担見込額 -

3,260 9,260特別職

3,184,815 3,208,949一般職

- -連結実質赤字額

区　　分

一般会計等

長門市社会福祉協議会の児童養護施
設建設資金借入金償還助成の元金分

公営企業債等繰入見込額

下水道事業会計

増減率

地方債の現在高 23,853,836 21,710,459 2,143,377 9.9

△ 6,000 △ 64.8

△ 24,134 △ 0.8

△ 30,134

23,853,836 21,710,459 2,143,377 9.9

債務負担行為による支出予定額 11,156 16,704 △ 5,548 △ 33.2

4,898 7,339 △ 2,441 △ 33.3

同心会の特別養護老人ホーム施設建
設資金借入金償還助成の元金分

6,258 9,365 △ 3,107 △ 33.2

6,069,574 6,202,364 △ 132,790 △ 2.1

水道事業会計 1,133,877 1,131,617 2,260 0.2

4,935,697 5,070,747 △ 135,050 △ 2.7

湯本温泉事業特別会計 - - - -

- - -

合　　計 33,122,641 31,147,736 1,974,905 6.3

組合負担等見込額 - - - -

退職手当負担見込額 3,188,075 3,218,209 △ 0.9
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（２）充当可能財源等 

 
 

 

（単位：千円、％）

⑨

財政調整基金

減債基金

職員退職手当基金

地域福祉振興基金

ふるさと・水と土保全基金

観光施設等整備基金

子ども教育ゆめ基金

香月泰男美術館運営基金

国民健康保険基金

国民健康保険高額療養費資金貸付基金

介護給付費準備基金

県収入証紙調達基金

土地開発基金

すこやかながとワクチン基金

庁舎建設基金

再生可能エネルギー活用基金

森林環境整備基金

⑩

市営住宅使用料

地域総合整備資金等貸付金元金収入

都市計画税

⑪

公債費算入分

その他算入分

充当可能基金

増　減 増減率

2,289,656 2,324,907 △ 35,251 △ 1.5

区　　分 令和元年度 平成30年度
対前年度

4,875,617 5,284,229 △ 408,612 △ 7.7

86,022 85,906 116 0.1

550,873 550,128 745 0.1

260,816 260,463 353 0.1

- 4,178 △ 4,178 △ 100.0

3,215 3,211 4 0.1

7,369 7,759 △ 390 △ 5.0

0.1

359,910 287,521 72,389 25.2

109,825 110,896 △ 1,071 △ 1.0

355,005 354,525 480 0.1

11,901 11,885 16

295 206 89 43.2

329,786 329,340 446 0.1

- 352 △ 352 △ 100.0

495,121 952,791 △ 457,670 △ 48.0

221 161 60 37.3

15,602 15,602 -

△ 29.0△ 225,122552,058 777,180充当可能特定歳入

160,719 261,241 △ 100,522 △ 38.5

68,691 113,289 △ 44,598

△ 19.9

△ 39.4

322,648 402,650 △ 80,002

△ 8.5

5.8

2,999,810 3,277,960 △ 278,150

22,153,350 20,943,048 1,210,302

1.0合　　計 30,580,835 30,282,417 298,418

3.825,153,160 24,221,008 932,152基準財政需要額算入見込額


